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 01 一般会計決算規模の推移と経常収支比率の状況

     歳入 ３８９億６,６４０万５千円（前年度比３.１２％↓）
     歳出 ３７３億  ９３２万７千円（前年度比３.１９％↓）

 形式収支で約16億６千万円の黒字となり、歳出を抑制し健全財政に努

めました。このうち２億２千万円は、平成23年度にかけて取り組む事業

費に充てられ、残りは主に地方債の繰上償還の財源に充てる予定です。

 また、平成22年度の経常収支比率は前年度から3.2％改善し、87.8％で

した。（大分県平均89.4％・全国平均89.2％）

※経常収支比率…毎年度経常的に収入される一般財源のうち、人件費・扶助費・

公債費のように毎年度経常的に支出される経費が占める割合。

比率が低いほど、道路や橋、学校などの公共施設の建設事業等

に一般財源を充てることができます。

※扶 助 費…高齢者や児童、障がい者等に対して行う様々な支援に要する経費

※一般財源…使途が特定されず、どのような経費にも使用することができる資金

 02 一般会計歳入

 市に入った一般会計の歳入は、前年

度から約12億６千万円減額し、389億

6,640万５千円でした。そのうち、皆

さんが納めた市税は78億2,033万５千円、

国から交付される地方交付税は138億

2,296万２千円です。

※依存財源と自主財源

 依存財源とは、地方交付税など国や県に

頼った財源をいい、自主財源とは、市税や

使用料・手数料などの市が自主的に収入を

得る財源をいいます。自主財源が高いほど

使途の決定において自主性が高いといえ、

日田市の自主財源は30.6％です。

平成22年度決算状況

地方交付税（35.5％）
138億2,296万2千円

地方消費税交付金（1.9％）

使用料及び手数料（1.8％）

繰入金（0.7％）

繰越金（2.7％）

市税（20.1％）
78億2,033万5千円

 国庫支出金
  （13.2％）
51億4,498万円

その他（1.8％）
  7億1,729万1千円

市債（10.3％）
 40億
1,561万1千円

県支出金（6.7％）
  26億2,163万6千円

389億
6,640万5千円

歳入合計

  

 
 
依

存
財

源
（

69.4％）

  自主財

源
（

3
0
.6

％
）   10億4,421万5千円

諸収入（4.2％）
  16億2,013万1千円

その他（1.1％）
  4億6,608万円

  7億2,629万円

    2億7,523万7千円

6億9,163万7千円

▲

▲

31,000,000

33,000,000

35,000,000

37,000,000

39,000,000

41,000,000

（千円）

352億7,697万2千円

339億9,932万円

歳入 歳出

平成20年度 平成21年度

402億2,328万8千円

385億3,907万3千円
389億6,640万5千円

373億932万7千円

平成22年度
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 03 一般会計歳出

 歳出総額は、前年度から約12億３千万円

減額し、373億932万７千円でした。目的別

に見ると、児童や高齢者、障がい者等の福祉

充実や生活保護などに要する民生費が100億

6,334万６千円。次いで建設事業を行うとき

に借り入れした市債を返済するための公債費

が51億1,629万７千円、道路・河川・住宅・

公園などの建設・整備等に要する土木費が

49億1,719万９千円、全般的な管理事務費等

に要する総務費が48億3,058万３千円となっ

ています。

 04 特別会計

 特定の事業を行うために一般会計と区別して収

支を行う会計が特別会計です。（水道事業は企業

会計となるため、５ページに掲載しています）

 日田市には12の特別会計があり、全ての特別

会計において健全な財政状況となりました。

 05 基金残高

 条例に基づいて設置される基金は、特定の目的のた

めに活用する貯金です。

 平成22年度末の残高は、183億7,370万５千円とな

っています。

 06 地方債残高

 年度を越えて償還する借入金を地方債といいます。

平成22年度末の地方債残高は、前年度から約２億円

増加し、619億3,517万円となっています。

 人口一人当たりに換算すると、約86万円です。

（平成23年3月31日現在の人口 71,708人）

▲

▲

▲ ▲

総務費（12.9％）
48億3,058万
   3千円

民生費（27.0％）
100億
  6,334万6千円

土木費（13.2％）
49億1,719万9千円

衛生費（6.4％）23億7,658万8千円
農林水産業費（5.4％）20億402万4千円

その他（10.2％）
 38億3,342万
    1千円

公債費（13.7％）
51億1,629万7千円

教育費（11.2％）
41億6,786万9千円

373億
932万7千円

歳出合計

会 計 区 分

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

診 療 所 事 業

簡 易 水 道 事 業

給 水 施 設 事 業

公 共 下 水 道 事 業

特定環境保全公共下水道事業

農 業 集 落 排 水 事 業

住宅新築資金等貸付事業

情 報 セ ン タ ー 事 業

合  計

8,937,947

2,540

798,424

5,597,382

170,003

1,060,372

49,161

2,566,199

44,058

212,911

12,362

1,703,866

21,155,225

8,913,327

2,540

797,302

5,519,685

170,003

1,019,734

44,139

2,558,570

44,045

212,656

10,078

1,686,133

20,978,212

歳  出歳  入

（単位：千円）

平成20年度末 平成21年度末 平成22年度末
61,000,000

62,000,000

63,000,000

64,000,000
（千円）

●

631億8,302万9千円

617億2,839万7千円

619億3,517万円

平成20年度末 平成21年度末
17,000,000

17,500,000

18,000,000

18,500,000
（千円）

182億6,325万円

平成22年度末

176億7,524万7千円
●

●

●

●

● 183億7,370万5千円
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平成23年度上半期の財政状況
（平成23年９月30日現在）

※端数処理を行っているため、合計額が一致しないこと

 があります。

※平成23年９月30日現在の人口 71,555人

04 市有財産の状況

01 一般会計予算の執行状況

02 特別会計歳入・歳出予算の執行状況

03 地方債残高
（平成23年９月30日現在）

土  地
山  林 12,875,472.00  m2

8,742,340.21  m2

453,664.90  m2

477,616.00  m3

58,554.00  m3

586,370 千円

629,169 千円

335,026 千円

18,311,858 千円

そ の 他

建  物

立  木
所 有 分

地上権分

有価証券

債  権

出 資 金

基  金（積立金）一般会計
368億1,917万円

公共下水道事業
特別会計

131億4,450万9千円

  農業集落排水事業特別会計
     30億1,718万3千円

簡易水道事業特別会計
   36億1,424万円

情報センター事業特別会計
      21億9,796万7千円

その他 3億7,474万1千円

（総額 591億6,781万円）

会 計 別

（単位：千円）歳入 （単位：千円）歳出

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

そ の 他

合    計

359,903

4,500,578

10,793,349

2,701,130

364,151

1,961,528

2,351,666

4,526,928

1,273,275

4,555,302

211,915

5,177,461

38,777,186

53.7

34.8

37.4

30.3

40.0

23.7

59.9

23.0

34.2

32.9

11.0

47.3

36.3

科  目 執行率％予算現額 市民一人
当たり（円）

193,253

1,567,324

4,037,372

817,518

145,836

464,319

1,407,588

1,040,714

434,973

1,498,624

23,237

2,446,399

14,077,156

2,701

21,904

56,423

11,425

2,038

6,489

19,671

14,544

6,079

20,944

325

34,189

196,732

９月末支出済額

市 税

地 方 交 付 税

国 県 支 出 金

分担金・負担金

使用料・手数料

市 債

そ の 他

 歳入合計 

7,517,593

13,640,000

7,745,521

395,022

675,578

4,488,170

4,315,302

38,777,186

56.0

68.9

29.8

39.6

44.4

0.0

35.8

46.2

科  目 収入率％予算現額 市民一人
当たり（円）

4,212,664

9,393,825

2,308,263

156,410

299,888

0

1,543,355

17,914,405

58,873

131,281

32,259

2,186

4,191

0

21,569

250,359

９月末収入済額

（単位：千円）

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

診 療 所 事 業

簡 易 水 道 事 業

給 水 施 設 事 業

公 共 下 水 道 事 業

特定環境保全公共下水道事業

農 業 集 落 排 水 事 業

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業

情 報 セ ン タ ー 事 業

合   計

9,413,588

821,972

5,880,933

183,109

899,090

14,466

2,665,613

40,299

231,003

11,391

547,683

20,709,147

3,102,275

246,571

2,237,390

40,281

130,511

6,866

418,978

4,374

12,775

11,610

74,262

6,285,893

33.0 

30.0 

38.0 

22.0 

14.5 

47.5 

15.7 

10.9 

5.5 

101.9 

13.6 

30.4 

会 計 区 分 予算現額
歳  入

９月末収入済額 収入率％

3,906,586

240,656

2,426,467

80,596

301,409

7,399

944,246

19,942

114,210

7,955

165,734

8,215,200

41.5 

29.3 

41.3 

44.0 

33.5 

51.1 

35.4 

49.5 

49.4 

69.8 

30.3 

39.7 

歳  出

９月末支出済額 支出率％
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純利益 
  133,170

給 水 人 口 給 水 量 １日最大給水量 １日平均給水量 １人１日最大給水量 総有収水量 有 収 率

48,721人 2,376,552m3 15,062m3 13,130m3 309ℓ 2,293,236m3 96.49％

平成23年度  上半期の営業成績と財産の状況

固定負債 94,591

流動負債 20,544自己資本金 1,999,219

営業収益
399,732

収  益
400,437

営業外費用 34,713

特別損失 1,212

営業外収益 705

固定資産
6,457,054

資 産
7,552,473 流動資産 1,095,419

利益剰余金 357,364

借入資本金
 2,529,514 資本剰余金

資本・負債
7,552,473

2,551,241
営業費用
 231,342

※１総有収水量…給水量のうち、水道料金の収入となった水の量
※２有 収 率…総有収水量を給水量で割ったもの（％）で、漏水防止対策等の目安として使用しています。

※１ ※２

費  用
267,267

平成22年度  営業成績と財産の状況（決算の状況）

営業成績の状況（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 財産の状況（平成23年３月31日現在）

流動資産 
  1,072,011

利益剰余金 
  224,194

固定負債 94,591

流動負債 104,373

営業収益
808,354

営業外費用 72,248

特別損失 1,482

特別利益 13

自己資本金 1,950,520

固定資産
6,444,391

資 産
7,516,402

借入資本金
 2,612,962

資本・負債
7,516,402

 資本剰余金
 2,529,762営業費用

  514,624

費  用
588,354

収  益
812,548

営業外収益 4,181

（単位：千円）

（単位：千円）

純利益
 224,194

営業成績の状況（平成23年４月１日～９月30日） 財産の状況（平成23年９月30日現在）

【問合せ】財政課財政係 ☎２２－８６３４（市役所４階）

（単位：千円）

※グラフには、消費税及び地方消費税は含まれません。

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

合  計

2,660,304

3,747,205

172,653

436,729

43,497

457,205

7,517,593

47.1 

52.6 

89.5 

100.0 

90.0 

52.1 

53.1 

税目別 予算現額 調定額

2,754,589

4,195,707

183,167

255,941

21,930

515,484

7,926,818

９月末
収入済額

1,296,485

2,207,814

163,908

255,941

19,736

268,780

4,212,664

18,119

30,855

2,291

3,577

276

3,756

58,873

市民一人
当たり（円）

調定額に
対する

収入率（％）

48.7 

58.9 

94.9 

58.6 

45.4 

58.8 

56.0 

予算現額に
対する

収入率（％）

05 市税の収入状況

06 水道事業

※調定額とは、歳入の内容を調査し

 決定した収入すべき金額のことを

 いいます。

※端数処理を行っているため、合計

 額が一致しないことがあります。

※平成23年９月30日現在の人口

          71,555人
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来て、見て、体感 日田梨祭り

①大きなお化けにびっくり！（中央公民館）

②みんなで声をそろえて「トリック・オア・トリート！」

 （天瀬体育館）

 10月16日、第８回日田梨祭りが日田梨選果場特

設会場（大字三和）で行われた。

 今年は、日田で梨が植栽されてから100年を迎え

たことから、開会式では日田梨栽培百周年記念碑を

除幕。生産者など出席者は、一つの節目を迎えたと

あって感無量の面持ちだった。

 会場では、梨の直売や梨を使った料理の試食・販

売、梨収穫体験なども実施。また、事前に審査が行

われた「第３回日田梨を使った創作加工食品コンク

ール」の入賞作品の展示やたくさんの出店などもあ

り、一日中多くの人でにぎわった。

ハッピーハロウィーン！

 10月28日、中央公民館でハロウィーンパーティ

ーが行われた。お化けや魔女に仮装した40人の小

学生は、ＣＩＲ（国際交流員）とＡＬＴ（外国語指

導助手）が演じる劇でハロウィーンの由来を学んだ

後、グループに分かれて犯人探しゲームや魔女の秘

薬探しゲーム、骸骨パズルなどを楽しんだ。

 また、10月29日には天瀬体育館でもハロウィー

ンパーティーが行われ、魔女やキャラクターにふん

した約70人の子供たちが参加した。子供たちはハ

ロウィーンに関するクイズで楽しんだ後、「トリック・

オア・トリート（お菓子をくれなきゃいたずらする

ぞ）」と言いながら体育館の中を歩き回り、保護者

からお菓子やジュース、あめ玉などをもらっていた。

②

①
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TOWN TOPICS IN HITA

 五穀豊穣への感謝と共に無病息災を願って楽の奉

納などをする「五馬くにち」が、10月20日から27

日まで、天瀬町五馬地区で本城、塚田、出口、五馬

市地域の順に２日間ずつ開催された。

 このうち、最後に開催された五馬市くにち楽では、

玉来神社の境内から御仮屋前まで天狗などの面かぶ

りと杖、なぎなた、太鼓、笛、拍子木の約50人が

杖楽を披露。

 また、二人一組で披露する「花杖」では、杖を激

しく打ち合わせる勇壮な演舞などに大勢の観客から

拍手や歓声が上がっていた。

勇壮な楽に歓声

 10月19日、中国等アジア経済セミナーがパトリ

ア日田で開催された。この日は、テレビでも活躍中

のエコノミスト 門倉貴史さんを講師に迎え、「新た

なビジネスチャンス」と題した講演が行われた。

 門倉さんは、成長著しい中国を中心としたアジア

諸国の経済事情について分かりやすく説明するとと

もに、日本の企業が有力新興国に取るべき戦略とし

て、「中産階級の中でも上位層をターゲットに、高

価格・高品質のものを、広告宣伝費を投入しブラン

ド認知度を高め、新興国各国の消費者ニーズ力を高

めること」と語った。

ビジネスチャンスをつかめ

 10月21日から23日まで、第２回ふるさと日田大

屋台村が中央公園特設会場とパトリア日田前市道で

開催され、市内外から約４万９千人が訪れた。

 会場には、日田やきそばや日田チャンポン、鮎の

塩焼きなど市内30店舗の飲食店が出店。いろいろ

な日田の味を味わってほしいと、どのメニューも全

て３００円から５００円の少量サイズで提供された。

 また、ステージではあさぎり音楽祭や猿回し、そ

っくりさんショーなどのイベントも行われ、訪れた

人は、にぎやかなステージを楽しみながら日田の味

を堪能した。

食欲の秋 日田のグルメに舌鼓

ごこくほうじょう

お かり や
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市政情報
ピックアップ

市政情報ピックアップは、市民の皆さんの生活に役立ついろいろな情報を紹介するコーナーです。

【問合せ】商工労政課商業振興係 ☎�８２３９

得トク・エコ商品券の販売会を開催
イベント

 日田市商店街連合会では、「得トク・エコ商品券」の販売会を開催します。

 商品券は、下記の商店街を中心とした赤いステッカーのある加盟店で使用できます。

※水郷ひたプレミアム付き商品券ではありません。

商品券販売会

�とき 11月26日㈯ 午前10時～午後１時

※商品券は売り切れ次第、販売を終了します。

�ところ パトリア日田正面玄関横特設会場

�販売数 １万６,０００冊

�価格  １冊４,５００円

     （５００円券×10枚 ５,０００円分）

�購入限度額 １人１００冊

�使用方法 商品券額面分での使用（釣銭は出ません）

�使用期間 11月26日㈯～平成24年２月20日㈪

�発行団体

 日田市商店街連合会事務局 ☎２４－５３９１

 （日田商工会館内）

商品券販売場所（販売時間 午前10時～午後４時）

※販売会後、商品券に残りがある場合は下記で販売します。

・駅前通り商店街事務所 ☎２３－５５５９

・中央商店街事務所 ☎２４－１５４１

・寿通り商店街事務所 ☎２３－９９１１

・みゆき通り商店街 ☎２２－２９１３

 ☎２２－２２４０

・三本松商店街 ☎２２－３１２８

・隈町商店街 ☎２２－３３４３

※土・日曜日、祝日は上記以外のステッカーのあるお店

 でお尋ねください。

11月30日㈬

12月７日㈬

12月８日㈭

12月９日㈮

12月12日㈪

12月13日㈫

12月14日㈬

12月15日㈭

12月19日㈪

午前10時

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

午後１時

本会議

〃

〃

〃

〃

委員会

〃

〃

本会議

会議の内容会議名開会時間開催日

議案上程、
提案理由の説明など

一般質問◯

  〃

  〃

議案質疑◯
委員会付託

議案審査

  〃

  〃

委員長報告、質疑、
討論、採決など

※

※

【問合せ】議会事務局 ☎�８２１４

 平成23年第４回市議会定例会は、次の日程で

開催される予定です。なお、正式には11月25日

に開催予定の議会運営委員会で決定します。

�第４回市議会定例会日程（案）

※本会議はどなたでも傍聴することができます。

◯一般質問：議員が市政全般について質問すること

◯議案質疑：条例や予算など、上程された議案について

      質問すること

市議会の日程
お知らせ

【問合せ】上津江産業文化祭実行委員会事務局
 ☎�２０１１

�とき  11月23日㈷ 午前９時30分～

�ところ 上津江振興局及び周辺

�内容  西尾夕紀コンサート、農林産物品評・

     即売会、藤蔭高校吹奏楽部演奏、出店

     など

第７回上津江産業文化祭
イベント

※

※
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【問合せ】企画課国際交流係 ☎�８６２７

あなたもヨーロッパでスキルアップ！！
募 集

 これからの日田市を担う青年をヨーロッパに派遣し、訪問国の産業、経済、福祉、文化、歴史等を学び、国

際化社会に対応した人材を育成するとともに、日田市の活性化及び振興に寄与することを目的に、「青年海外

派遣事業」を行っています。※平成22年度は、４グループ11人が参加しました。

【問合せ】農産物流通対策室 ☎�８２２４

ふるさとの味宅配便 ※いずれも消費税・送料込みで全国どこでも発送。
お知らせ

日田市生活研究グループ

「ふるさと便」

12月22日㈭ 全国一斉発送

�価格 ４,０００円（12品）

�内容 米、お餅、里芋、人参、

ごぼう、黒豆、みそ、かりんと

う、ゆずマーマレード、梨ジャ

ム、松竹梅、柚子ごしょう

※内容が変更になる場合があります。

�支払方法 現金書留で代金を郵

 送又は下記の口座に振り込み

・口座名

 日田市生活研究グループ協議会

・口座番号 郵便局 

 １７２００－１６０６１４９１

�申込方法 申込者と送り先の住

所、氏名、電話番号を記入の上、

郵送又はファックスで申込み

�申込期限 12月15日㈭

�申込先 〒877-0039 

 日田市清岸寺町1052-４

 （あやめ工房内）

 日田市生活研究グループ協議会

 ☎（�）２３－５８９９

天瀬町生活研究グループ

第41回「あまがせ物語」（230個限定）

12月20日㈫ 全国一斉発送

�価格 ３,９００円（10品）

�内容 お餅、新米、松竹梅、手

づくりみそ、乾しいたけ、か

りんとう、ぬか漬け大根、黒豆、

聖護院の酢漬け、高菜飯の素

※内容が変更になる場合があります。

�支払方法 下記のいずれかの口

 座に振り込み

・口座名  

 天瀬町生活研究グループ協議会

・口座番号 

 ①ＪＡおおいた天瀬支店

  （普）７７０４８３６

 ②郵便局 

  ０１７５０－７－８４６４０

�申込方法 申込書に必要事項を

記入の上、郵送又はファック

スで申込み

※申込書は、天瀬町生活研究グルー

プ事務局及びＪＡおおいた天瀬支

店に備え付けています。

�申込期間 11月28日㈪～12月９日㈮

�申込先 〒877-0112 

 日田市天瀬町本城1040-２

 天瀬町生活研究グループ協議会事務局

 （畦道グループ内）

 ☎５７－９１８０（�）５７－２０９１

上津江生活研究グループ

「津江んもん」

12月20日㈫ 全国一斉発送

�価格 ４,０００円（９品）

�内容 乾しいたけ、お餅、みそ、

こんにゃく、ゆずごしょう、コ

ーンがりクッキー、かるかんま

んじゅう、山菜ご飯の具、里芋

※内容が変更になる場合があります。

�支払方法 申込み後に送付する

 郵便振替用紙で振り込み

�申込方法 申込者と送り先の住

所、氏名、電話番号を記入の上、

郵送又はファックスで申込み

�申込期限 12月14日㈬

�申込先 〒877-0311

 日田市上津江町川原1375-23

 上津江生活研究グループ事務局

 ☎ ５５－２４５６

 （�）５５－２１７７

�対象者 市内在住のおおむね20歳以上40歳以下

の人で、今後も日田市に居住する見込み

のある人

※３～５人のグループで応募してください。

�研修先 ヨーロッパ

※訪問国は研修に合わせて自由に選べます。

�研修期間 基本、10日以上

�補助金額 交通費と宿泊費に係る金額の２分の１

       (上限20万円）

�申込方法 電話で申込み 

  ※企画書等の提出について詳細を説明します。

�申込期限 12月９日㈮
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くらしの情報

耐
震
改
修
・
簡
易
耐
震
改
修

・
耐
震
診
断
補
助
の

 
 
 
受
付
が
終
了
し
ま
す

  
平
成
23
年
度
の
耐
震
に
関
す
る

補
助
の
受
付
が
終
了
し
ま
す
。
住

宅
の
耐
震
化
を
考
え
て
い
る
人
は
、

早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額
・
申
込
期
限

・
耐
震
改
修

 
掛
か
っ
た
費
用
の
２
分
の
１

 
︵
限
度
額
60
万
円
︶

 
 
12
月
22
日
㈭

・
簡
易
耐
震
改
修

 
掛
か
っ
た
費
用
の
２
分
の
１

 
︵
限
度
額
30
万
円
︶

 
 
12
月
22
日
㈭

・
耐
震
診
断

 
掛
か
っ
た
費
用
の
３
分
の
２

 
︵
限
度
額
３
万
円
︶

 
 
平
成
24
年
１
月
31
日
㈫

 
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

 
☎
�
８
２
２
６
︵
市
役
所
５
階)

日
田
市
中
小
企
業
融
資
の
 

 
 

貸
付
け
︵
冬
期
資
金
︶

■
対
象
 
市
内
の
中
小
企
業
で
、

 
１
年
以
上
同
一
の
事
業
を
営
ん

 
で
い
る
人

■
融
資
額

 
50
万
円
以
上
４
０
０
万
円
以
下

■
保
証
人

原
則
、
無
担
保
無
保
証
人
︵
法

人
の
場
合
は
代
表
者
を
連
帯
保

証
人
と
す
る
︶

■
利
率
 
1.7
％
︵
変
動
有
り
︶

■
保
証
料

 
保
証
協
会
が
定
め
る
率
︵
年
0.41

 
～
1.86
％
︶

※
保
証
料
は
市
が
全
額
補
助
。

■
貸
付
期
間

 
12
月
１
日
㈭
～
平
成
24
年
５
月

 
31
日
㈭

■
返
済
期
間

 
期
日
一
括
返
済
又
は
月
賦
均
等

 
返
済

■
申
込
方
法
 
日
田
商
工
会
議
所 

︵
☎
�
３
１
８
４
︶
又
は
日
田

地
区
商
工
会
︵
☎
�
２
９
７
６)

に
申
込
み

■
申
込
期
限
 
12
月
15
日
㈭

 
商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

 
☎
�
８
２
３
９
︵
市
役
所
６
階)

日
田
材
を
使
っ
た
木
製
品
 

 
 
の
設
置
を
補
助
し
ま
す

■
対
象
 
商
店
街
、
金
融
機
関
、

 
病
院
等
の
公
共
的
施
設

■
内
容
 

 
ベ
ン
チ
な
ど
の
設
置
・
購
入

■
補
助
率
 

 
設
置
費
の
２
分
の
１
以
内

■
申
込
期
限
 
11
月
30
日
㈬

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
林
業
・
木
材
産
業
振
興
課
企
画

 
流
通
係

 
☎
�
８
３
６
２
︵
市
役
所
３
階)

11
月
12
日
か
ら
25
日
は

﹁
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

 
 
 
な
く
す
運
動
﹂
期
間

 
女
性
の
問
題
に
対
す
る
主
な
相

談
窓
口
を
次
の
と
お
り
設
置
し
て

い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
電
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

・
婦
人
相
談
所

 
平
日
 
午
前
９
時
～
午
後
９
時

 
︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後

   

１
時
～
︶

 
☎
０
９
７-

５
４
４-

３
９
０
０

・
大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同 

 
参
画
プ
ラ
ザ
 
ア
イ
ネ
ス

 
平
日
 
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

 
☎
０
９
７-

５
３
４-

８
８
７
４

※
ア
イ
ネ
ス
で
は
、
女
性
の
問
題
に

 
対
す
る
総
合
相
談
も
受
け
付
け
て

 
い
ま
す
。

・
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

 
平
日
 
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 
☎
�
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階)

Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど

・
大
分
県
警
察
本
部
広
報
課

 
平
日
 
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

 
☎
０
９
７-

５
３
４-

９
１
１
０

 
☎
０
９
７-

５
３
７-

４
１
０
７

・
日
田
警
察
署
生
活
安
全
課

 
☎
�
２
１
３
１

 
平
日
 
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
や
性
別
に
よ

る
差
別
的
取
扱
い

・
大
分
労
働
局
雇
用
均
等
室

 
平
日
 
午
前
８
時
30
分
～
午
後

 
 
 
 
５
時
15
分

 
☎
０
９
７-

５
３
２-

４
０
２
５

ス
ク
ー
ル
・
セ
ク
ハ
ラ

・
大
分
県
人
権
・
同
和
教
育
課

 
平
日
 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 
☎
０
９
７-

５
３
４-

４
３
６
６

女
性
の
人
権
問
題
全
般

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

(

大
分
地
方
法
務
局)

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

※
左
記
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

 
る
苦
情
等
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

 
企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
・

 
統
計
係

 
☎
�
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

裁
判
員
制
度 

名
簿
記
載

 
 
 
通
知
を
発
送
し
ま
す

 
平
成
24
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月

中
旬
に
名
簿
記
載
通
知
を
送
り
ま

す
。
こ
の
通
知
は
、
平
成
24
年
２

月
頃
か
ら
平
成
25
年
２
月
頃
ま
で

の
間
に
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え

し
、
あ
ら
か
じ
め
心
積
り
を
し
て

も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

※
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な
事

件
の
裁
判
員
候
補
に
選
ば
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
裁
判

所
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
大
分
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

 
課
庶
務
係
 

 
☎
０
９
７-

５
３
２-

７
１
６
１

暖
房
器
具
の
正
し
い
利
用
で

 
 
 
 
 
 
火
災
予
防
を

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
、
洗
濯
物
を

乾
か
さ
な
い

・
使
用
中
の
ス
ト
ー
ブ
に
は
給
油

し
な
い

・
電
気
コ
ー
ド
を
束
ね
た
り
、
家

具
な
ど
で
踏
ん
だ
り
し
た
ま
ま

使
用
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る

・
就
寝
や
外
出
時
は
、
暖
房
器
具

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
必
ず
消

火
を
確
か
め
る

・
暖
房
器
具
は
、
取
扱
説
明
書
を

読
み
、
安
全
に
使
用
す
る

・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
フ
ィ
ル
タ

ー
は
、
定
期
的
に
掃
除
す
る

問

問

問

問

問

お
知
ら
せ

日田市役所 ☎２３－３１１１

天瀬振興局 ☎５７－８２０１

大山振興局 ☎５２－３１０１

前津江振興局 ☎５３－２１１１

中津江振興局 ☎５４－３１１１

上津江振興局 ☎５５－２０１１

今月は、

市県民税      第３期

国民健康保険税   第５期

介護保険料     第５期

         の納付月です。

納期内の納付をお願いします。

※電子申請有り。

申込方法に、上記の追記があっ

た場合は、市ホームページの電

子申請のページからも申込みで

きますので、ご活用ください。
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・
こ
ま
め
に
部
屋
の
換
気
を
行
う

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
住
宅
用

消
火
器
な
ど
の
住
宅
用
防
災
機

器
を
備
え
る

・
寝
た
ば
こ
は
し
な
い

 
日
田
消
防
署
警
防
係

 
☎
�
２
２
０
４

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
と
き
・
と
こ
ろ 

・
11
月
30
日
㈬

 
午
前
10
時
～
正
午

 
午
後
１
時
～
４
時

 
 
日
田
市
役
所

※
３
日
以
内
に
薬
︵
漢
方
薬
、
健
胃

薬
を
除
く
︶
を
服
用
し
た
人
、
70

歳
以
上
の
人
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
受
付
時
に
本
人
確
認
を
行
い

ま
す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
献
血
︵
４
０
０
ml
︶
の
み
。

 
日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

 ︵
地
域
保
健
課
保
健
医
療
係
内)

 
☎
�
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階)

プ
レ
マ
マ
プ
レ
パ
パ

 
 
 
 
ス
ク
ー
ル
を
開
催

 ■
と
き

①
12
月
４
日
㈰

②
12
月
10
日
㈯

 
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
か
ら

 
午
後
０
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ

 
丸
の
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象
 
こ
れ
か
ら
出
産
を
予
定

し
て
い
る
父
母
及
び
第
２
子
以

降
の
父
母
、
祖
父
母
等

■
募
集
数
 
20
人
︵
先
着
順
︶

■
内
容
・
講
師
 

①
マ
マ
を
支
え
る
心
構
え

②
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
心
の
準
備

 
㈳
大
分
県
助
産
師
会
及
び
﹁
お

 
お
い
た
パ
パ
く
ら
ぶ
﹂
の
メ
ン

 
バ
ー
等

■
受
講
料
 
無
料

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

※
託
児
有
り
。

■
申
込
先

 
丸
の
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 ︵
☎
�
１
８
９
０
︶

 
こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

 
☎
�
８
３
１
７
︵
市
役
所
１
階)

秋
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■
と
き
 
11
月
26
日
㈯

 
午
前
８
時
～
午
後
３
時

※
午
前
７
時
50
分
ま
で
に
市
役
所
北

 
側
駐
車
場
に
集
合
。

■
と
こ
ろ
 
宇
佐
市
～
豊
後
高
田

 
市
一
帯
の
海
岸

■
内
容
 

 
海
辺
の
渡
り
鳥
な
ど
の
観
察

■
募
集
数
 
50
人
︵
先
着
順
︶

■
参
加
費
 
無
料

■
申
込
開
始
日
 
11
月
17
日
㈭

※
弁
当
・
水
筒
を
持
参
し
、
防
寒
着
を

 
着
用
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

 
博
物
館
 
☎
�
５
３
９
４

第
30
回
日
田
市
青
少
年

 
 
 
健
全
育
成
大
会
開
催

■
と
き
 
11
月
26
日
㈯

 
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

 
セ
ン
タ
ー)

大
ホ
ー
ル

■
内
容
 
意
見
発
表
︵
小
・
中
学

 
校
、
高
校
、
育
友
会
︶
、
支
部

 
実
践
報
告

 
特
別
講
演
﹁
豊
か
な
心
を
育
て

 
る
た
め
に
～
家
庭
に
お
け
る
取

 
組
み
～
﹂

 
講
師
 
財
団
法
人
孔
子
の
里
 

 
顧
問
 
林
口 

彰
氏

 
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

 
☎
�
６
８
６
８(

中
央
公
民
館
内)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

 
 
 
 
 
を
募
集
し
ま
す

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
健
全
な

発
展
と
推
進
を
図
る
た
め
、
宝
く

じ
の
収
益
金
に
よ
る
﹁
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
﹂
で
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

 
平
成
24
年
度
の
募
集
・
選
考
を

行
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
団
体

は
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
団
体
 
地
域
住
民
の
コ
ミ

 
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
、
自
主
防
災
組
織

■
対
象
事
業
・
助
成
金

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な

 
施
設
、
設
備
の
整
備

 
︵
限
度
額
２
５
０
万
円
︶

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設 

 
︵
限
度
額
１
５
０
０
万
円
︶

・
地
域
防
災
活
動
に
必
要
な
施
設
、

 
設
備
の
整
備
︵
消
防
団
は
除
く)

 
︵
限
度
額
２
０
０
万
円
︶

・
青
少
年
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン

 
ト
等
の
ソ
フ
ト
事
業 

 
︵
限
度
額
１
０
０
万
円
︶

■
申
込
先 

左
記
又
は
各
振
興
局

 
総
務
振
興
課

■
申
込
期
限
 
12
月
５
日
㈪

 
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

 
☎
�
８
３
５
６
︵
市
役
所
６
階)

日
商
簿
記
３
級
受
験
対
策
講
座

 
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田

サ
テ
ラ
イ
ト
と
日
田
商
工
会
議
所

中
小
企
業
相
談
所
・
日
田
青
色
申

告
会
連
合
会
で
は
、
次
の
と
お
り

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
 
平
成
24
年
１
月
11
日
㈬

か
ら
２
月
24
日
㈮
ま
で
の
毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
 
計
20
回

 
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
 

 
日
田
商
工
会
館
４
階
大
ホ
ー
ル

■
内
容
 
日
商
簿
記
３
級
検
定
試

 
験
の
受
験
対
策

■
受
講
料
 
無
料
︵
テ
キ
ス
ト
代

 
は
自
己
負
担
︶

■
募
集
数
 
15
人
︵
先
着
順
︶

■
申
込
方
法
 
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
又

 
は
日
田
商
工
会
議
所
で
申
込
み

※
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

 
く
だ
さ
い
。

 
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田

 
サ
テ
ラ
イ
ト
 
☎
�
６
８
９
８

 
日
田
商
工
会
議
所
・
日
田
青
色

 
申
告
会
連
合
会
 
☎
�
３
１
８
４

障
が
い
に
関
す
る

 
 
 
巡
回
相
談
会
︵
12
月
︶

■
ヒ
ュ
ッ
ゲ
︵
精
神
に
関
す
る
こ
と)

・
１
日
㈭
 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
上
津
江
振
興
局

 
午
後
１
時
～
２
時
30
分

 
 
中
津
江
振
興
局

 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 
☎
�
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

不
動
産
市
民
相
談
室 

■
と
き
 
12
月
２
日
㈮

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階

 
市
民
活
動
支
援
室

■
相
談
員

 
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
︵
宅
建 

 
協
会
役
員)

■
相
談
内
容
 

 
不
動
産
に
関
わ
る
一
般
相
談

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要
で
す
。

 
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
日
田
支
部

 
☎
�
２
１
０
３

問問

問

問問 問

問 問

問

講
座

相
談
 
 
 
無
料

次回の広報ひた12月１日号は、12月１日㈭に発送します。

イ
ベ
ン
ト

募
集

保
健
・
福
祉
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定
例
行
政
相
談

■
と
き
・
と
こ
ろ
 
12
月
７
日
㈬

 
午
前
９
時
～
正
午
 

 
 
天
瀬
公
民
館

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

■
相
談
内
容
 

 
各
官
公
庁
に
対
す
る
意
見
・
要

 
望
や
悩
み
ご
と
な
ど

 
市
民
課
３
日
以
内
窓
口

 
☎
�
８
２
３
３
︵
市
役
所
１
階)

弁
護
士
相
談
会

■
と
き
 
12
月
14
日
㈬

 
午
後
１
時
～
５
時

■
と
こ
ろ
 

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順)

■
相
談
内
容
 

 
多
重
債
務
を
始
め
、
消
費
生
活

 
に
関
す
る
こ
と

■
申
込
開
始
日
 
11
月
25
日
㈮

 
商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

 
福
祉
係

 
☎
�
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

の
び
の
び
発
達
相
談

 
︵
子
供
の
発
達
相
談
会
︶

■
と
き
 
12
月
16
日
㈮

 
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
相
談
員 

 
作
業
療
法
士
、
保
育
士
、
臨
床

 
心
理
士
、
保
健
師

■
相
談
内
容

・
動
き
が
激
し
い
、
こ
だ
わ
り
が

 
強
い
、
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な

 
い
な
ど
発
達
や
子
供
へ
の
関
わ

 
り
方
に
関
す
る
相
談

・
指
し
ゃ
ぶ
り
が
激
し
い
、
発
達

 
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

 
な
ど
の
心
理
相
談

■
申
込
方
法
 

 
事
前
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
11
月
30
日
㈬

 
地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 
☎
�
３
０
０
０
︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

第
５
回
黒
榮
会
書
道
展

□
と
き
 
12
月
２
日
㈮
ま
で

□
と
こ
ろ
 
大
分
県
信
用
組
合

 
日
田
支
店
１
階
ロ
ビ
ー

□
入
場
料
 
無
料

 
黒
榮
書
道
会
︵
武
石
︶
 

 
☎
�
２
８
２
０

第
12
回
住
宅
セ
ミ
ナ
ー

□
と
き
 
11
月
26
日
㈯

 
午
後
１
時
50
分
開
会

 (

午
後
１
時
30
分
開
場)

□
と
こ
ろ
 

 
パ
ト
リ
ア
日
田
１
階
創
作
室

□
テ
ー
マ
 
震
災
と
住
宅
建
築

□
参
加
費
 
無
料

□
募
集
数
 
40
人
程
度
︵
先
着
順)

□
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 
㈳
大
分
県
建
築
士
会
日
田
支
部

 
☎
�
６
０
２
２

心
の
病
を
考
え
る
地
域
学
習
会

□
と
き
 
12
月
２
日
㈮

 
午
後
１
時
開
会

□
と
こ
ろ
 
く
す
メ
ル
サ
ン
ホ
ー

 
ル
健
康
増
進
室

□
対
象
 
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る

 
患
者
、
家
族
な
ど

□
内
容
 

 
演
題
﹁
家
族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

 
～
ち
ょ
っ
と
力
を
抜
い
て
み
ま

 
せ
ん
か
～
﹂

 
講
師
 
精
神
保
健
福
祉
士 

 
野
見
山 

和 

氏
︵
奥
村
日
田
病
院)

□
参
加
費
 
無
料

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

 
玖
珠
む
つ
み
会

 
☎
０
９
７
３-

７
２-

６
３
０
６

 
日
田
フ
レ
ン
ド
ワ
ー
ク

 
☎
�
８
４
２
２

人
間
関
係
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

□
と
き
 

①
12
月
４
日
㈰

②
12
月
18
日
㈰

 
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
か
ら

 
４
時
ま
で

□
と
こ
ろ
 

 
中
央
公
民
館
︵
文
化
セ
ン
タ
ー)

 
会
議
室

□
参
加
費
 
無
料

□
内
容

①
対
立
の
場
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

 
シ
ョ
ン

②
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
知
ろ
う

□
募
集
数
 
30
人
︵
先
着
順
︶

□
申
込
方
法
 

 
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

 
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
込
み

 
大
分
人
権
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

 
プ
研
究
会
 

 
☎
０
９
０-

５
０
８
５-

９
８
６
０

 
 
０
９
７-

５
９
７-

１
７
０
６

 
 e

ri-a
@

k
8
.d

io
n
.n

e
.jp

問

問問

「ハンセン病」の正しい理解を

 ハンセン病は「らい菌」による感

染症で、明治６年に菌を発見したノ

ルウェーのハンセン博士の名にちな

んでそう呼ばれています。明治40年、

ハンセン病患者を療養所へ強制収容

する「隔離政策」が始まったため、

「遺伝病」や「不治の病」という偏

見を持たれるようになりました。

 昭和18年に有効なプロミン薬が

米国で発表され、ハンセン病は①日

常生活で感染することはほとんどな

い②遺伝病ではない③早期発見と治

療で完治する病気と分かりました。

 ところが隔離政策は「らい予防法」

が廃止される平成８年まで続き、ハ

ンセン病患者の人々は完治しても療

養所から出してもらえず、子どもを

産むことも許されないなど、90年

近くも苦痛を強いられてきたのです。

 平成13年、ハンセン病国家賠償

請求訴訟で熊本地裁が「隔離政策は

違憲」と判決を下し、国も責任を認

めて患者・元患者の人々に謝罪しま

した。

 しかし、平成15年にハンセン病

療養所の入所者であることを理由に

宿泊を拒否する事件が起こるなど、

ハンセン病に対する偏見や差別は解

消されていないのが現状です。

 このような差別を繰り返さないた

めには、私たち一人ひとりが、ハン

セン病とその歴史を正しく理解する

ことが大切です。

 【問合せ】人権啓発センター

☎２２－８０１７（市役所別館１階）

こころちゃん

人権コラム

心、豊かに

タ
ウ
ン
情
報

問

問

問問

くらしの情報

FAXmail
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考えてみよう、環境のこと
特定外来生物とは？

【問合せ】学校教育課学務係 ☎２２－８２２１（市役所別館３階）

子供たちに関わる安全情報をメール配信します

 子供たちの安心と安全を地域ぐるみで支えるため、犯罪や災害などに関わる緊急情報を携

帯電話などにメール配信します。

 緊急情報の他に各学校からの学校情報も随時配信しますので、是非、利用してください。

①空メールの送信

 ｅ＠ａｎｓｉｎ－ｈｉｔａ．ｊｐ 宛てに空メール  

 （件名・本文を入力しない）を送信してくだ

 さい。

②メールを受信

 空メールを送ると、すぐに「日田市学校情報

 携帯メール新規登録」というメールが届きます。

③登録画面へアクセス

届いたメールを開いて本文に記載されている

ＵＲＬをクリックし、画面上の指示に従って

登録設定を行ってください。

登録方法

携帯電話のカメラで読み取ると

メールを簡単に作成できます。

・登録は無料ですが、受信に掛かる通信料（１

～２円）は利用者負担になります。

・空メールを送っても返事が来ない場合などは、

迷惑メール設定をしている可能性があります

ので、ansin-hita.jp を受信許可ドメインに登

録してください。

・小・中学校は、それぞれ２校まで選択できます。

・学年の設定は、次年度自動的に繰り上がりま

すが、小学校を卒業した場合は中学校の再設

定が必要です。

・登録内容の変更は u@ansin-hita.jpへ、登録の 

解除は d@ansin-hita.jpへ空メールを送り、返

信されたメールから変更・解除手続を行って

ください。

注意事項

 近年、オオキンケイギクやブラジルチドメグサとい

った植物の名前をよく耳にしませんか。また今年は、

アライグマが市内で初めて捕獲されました。

 これらは海外から入ってきた外来種と呼ばれる生物

で、その中でも生態系や人の生命・身体、農林水産業

に被害を及ぼすもの又は及ぼすおそれがあるものは、

特定外来生物として国に指定され、以下のことが原則

禁止されています。

・飼育、栽培、保管及び運搬すること

・輸入すること

・野外へ放つ、植える及びまくこと等

市内で確認された特定外来生物

特定外来生物を見つけたら？

 不用意に捕まえたり採取したりせず、まずはその

場所の管理者や市、県などの行政機関に相談してく

ださい。

【問合せ】水郷ひたづくり推進課水環境係 ☎２２－８３５７（市役所２階）

[アレチウリ] つる性植物で長いとげが特徴。

１年で５～10ｍに成長する。河川敷など

で大繁茂し光を独占するため、他の植物を

枯らしてしまう。

[オオキンケイギク] キク科の一種で黄色

い花を咲かせる。強い繁殖力で他の植物を

駆逐し、道端や河原の景観を一変させてし

まう性質を持っている。

[ブラジルチドメグサ] 非常に繁殖力の強

い水草。水面を覆うように浮かぶので、水

の中に光が届かず他の水草や水生生物の生

息環境が奪われるおそれがある。

[アライグマ] 夜行性で顔の黒い帯と尾の

しま模様が特徴。市街地でごみを荒らす、

農作物へ被害を与えるほか、他の動物に寄

生虫や感染症を媒介する可能性もある。

[ブラックバス（通称）] 湖沼やため池、河

川の中下流域に生息している。ブラックバ

スの侵入後には、在来魚の種数や個体数が

激減したという事例がある。

[ブルーギル] 湖沼やため池、堀などに生息。

また、河川でも主に流れの緩やかな水草帯

に生息する。在来魚や昆虫を捕食し、生態

系に影響を与えるおそれがある。
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毎日の健康づくりに役に立つ情報を提供します。 健康いちばん

【問合せ】地域保健課健康支援係 ☎２４－３０００（ウェルピア内)

感
染
症
っ
て
？

 
感
染
症
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど

が
体
の
中
に
入
り
、
発
熱
や
下
痢
、
せ
き

な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

 
人
か
ら
人
に
う
つ
る
伝
染
性
の
他
に
、

破
傷
風
や
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
な
ど
の
よ
う
に

人
か
ら
人
に
は
う
つ
ら
ず
、
動
物
や
昆
虫

あ
る
い
は
傷
口
か
ら
感
染
す
る
非
伝
染
性

の
感
染
症
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

 
感
染
し
て
も
ほ
と
ん
ど
症
状
が
出
ず
に

終
わ
っ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
れ
ば
、
一
度

症
状
が
出
る
と
な
か
な
か
治
り
に
く
く
、

時
に
は
死
に
至
る
よ
う
な
感
染
症
も
あ
り

ま
す
。

感
染
症
の
種
類
も
い
ろ
い
ろ

 
感
染
症
は
、
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
、
感
染
方
法
が
異
な
る
た
め
、
予
防

方
法
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

 
せ
き
や
く
し
ゃ
み
、
会
話
な
ど
で
感
染

す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
こ

れ
か
ら
の
季
節
に
流
行
す
る
感
染
症
の
一

つ
で
す
。
結
核
も
感
染
症
で
、
空
気
中
に

飛
び
散
っ
た
結
核
菌
が
体
の
中
に
入
る
こ

と
で
感
染
し
ま
す
。

 
エ
イ
ズ
、
Ｃ
型
肝
炎
、
成
人
Ｔ
細
胞
白

血
病
は
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
か
ら
の
感
染

で
は
な
く
、
血
液
や
母
乳
な
ど
に
よ
り
感

染
す
る
感
染
症
で
す
。
学
校
や
職
場
、
近

所
付
き
合
い
な
ど
の
日
常
生
活
で
感
染
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
こ
の
よ
う
に
一
つ
一
つ
の
感
染
経
路
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
で
、
感
染
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

感
染
症
の
情
報
収
集
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
感
染
症
の

流
行
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
新
の
感
染
症
に
関
す
る
お
知
ら
せ
や
、

お
住
ま
い
の
地
域
で
の
流
行
状
況
を
随
時
、

発
信
し
て
い
ま
す
。

 感染症といっても、原因や種類は様々で予防方法も異なります。

感染症について正しい知識を持ち、予防に努め、症状がある場合

は早めに医療機関で受診しましょう。

知っていますか？感染症
 市では、赤ちゃんへ

の感染を防ぐために、

妊婦さんを対象にエイズ、Ｃ型肝炎、成人

Ｔ細胞白血病のウイルス検査を実施してい

ます。妊婦健康診査を受けて、早期発見で

 感染を防ぎましょう。

妊婦健康診査を

受けましょう

・知って安心！あなたの街の感染症情報

 http://www.pref.oita.jp/soshiki/12200/kansen.html

・大分県感染症情報

 http://www.coara.or.jp/~eikan/bisei

・国立感染症研究所感染症情報センター

 http://idsc.nih.go.jp/index-j.html

※様々な感染症についての相談は、大分県西部保健所で対応して

 います。 

 レッドリボンは、エイズ

に対する理解と支援のシン

ボルです。 

 レッドリボンを身に付け

ることによって、「エイズ

に関して偏見を持っていな

い、エイズと共に生きる人々

を差別しない」というメッ

セージを表すことができます。

 このレッドリボンの意味を知り、エイズをみんな

で考えましょう。 

■とき  12月６日㈫ 午後５時～７時

■ところ 大分県西部保健所

■検査料 無料

※匿名で検査が受けられます。

※事前に電話で予約が必要。

■問合せ 大分県西部保健所 ☎２３－３１３３

ＨＩＶ抗体検査を夜間に実施します

知っていますか？レッドリボン



 母子健康手帳の交付（妊娠届出書が必要）

  ２日・９日㈮、22日㈭ 9:00～16:00

  ウェルピア１階

  ※各振興局でも行っています。（予約制）

  ４か月児健診（母子健康手帳が必要）

 13日㈫ 13:00～13:30

  市役所７階大会議室

  対象：平成23年７月20日～８月19日生まれ

 ７か月児健診（母子健康手帳が必要）

  14日㈬ 13:00～13:30

  市役所７階大会議室

  対象：平成23年５月生まれ

 １歳６か月児健診（個別に通知）

 １日㈭ 13:30～14:00

前津江保健センター

対象：平成22年４月～５月生まれ

20日㈫ 13:00～13:30

市役所７階大会議室

対象：平成22年５月生まれ

 ３歳児健診（個別に通知）

１日㈭ 13:30～14:00

前津江保健センター

対象：平成20年７月～８月生まれ

21日㈬ 13:00～13:30

市役所７階大会議室

対象：平成20年８月生まれ

 すくすく相談（母子健康手帳が必要）

７日㈬  9:30～10:30 中央児童館

９日㈮ 10:00～11:30 天瀬児童館

15日㈭ 10:00～11:30 前津江保健センター

16日㈮ 10:00～11:00 大山保健センター

22日㈭ 13:30～14:30 すぎっ子保育園

 成人健康相談

２日㈮  9:30～11:30 高瀬公民館

９日㈮  9:30～11:30 朝日公民館

16日㈮  9:30～11:30 大鶴公民館

※乳幼児・妊産婦健康相談も実施。

※健康手帳・母子健康手帳が必要。

 エイズ抗体検査・肝炎ウイルス検査等

事前予約制で、随時受け付けています。(無料)

申込方法：電話で大分県西部保健所に申込み

※地域保健課健康支援係では、女性特有の悩みを相談す

る女性専用健康相談やこころの相談も受け付けています。

個室の相談室で対応しますので秘密は守られます。（事

前の電話予約が必要）

今月は、東渓診療所の後藤 浩先生です。 

 

   日本人はお風呂が好き。温泉が

好き。行楽シーズンともなれば、

各地の温泉地に多くの人が訪れて

います。日田市にも多くの温泉旅

館や温泉施設があり、観光客ばか

りではなく地元の人も温泉を楽し

み、そして健康増進にも役に立っていると思われます。

 お風呂といえば、昔、まだ私が子供の頃は、熱い風

呂に「我慢して肩までつかる」。しかも早く出ようと

すると叱られたものでした。また関東の某有名温泉地

では、やけどしそうなほどの温泉にみんなで我慢して

入る風習がまだあります。一度だけ経験しましたが拷

問のようでした。お湯の温度が47度を超えるお風呂

につかっていると、脳内麻薬といったものが分泌され

恍惚感を感じ、熱湯依存してしまうようです。もっと

も、お風呂の温度が42度を超える程度でも血管内で

血栓ができやすく、さらに長く入っていると気付かな

いうちに汗が出て、血液は濃縮され、併せて脳血栓な

どの血栓症になりやすい状態になります。

 次はどのように浴槽につかるかです。当然、水圧が

体に掛かります。そのため血液が心臓に多く戻りやす

く、心臓に負担が掛かってきます。心臓の病気を持っ

ている人や高齢者は「みぞおち」くらいまでつかるこ

とをお勧めします（半身浴）。血圧は入浴直後は急に

下がりやすく、起立性低血圧に陥りやすくなります。

特に高齢者の急な入出浴動作は禁物です。 

 字数オーバーになりそうなので、このへんで。以下

は日本温泉気候物理医学会が勧める、安全入浴法です

（一部省略）。参考にしてみてください。

１．42度以上の湯には入らない

２．飲酒後は入浴しない

３．早朝の入浴は避ける

４．入浴前後に水分を補給する

５．入浴水位は胸までとする

６．更衣室と浴室の温度差をなくす

７．入浴を家族に知らせる

【問合せ】東渓診療所 ☎５７－２５００

温泉が好きテーマ

ドクターのやさしい医学
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地域保健課健康支援係 ☎�３０００
 大分県西部保健所   ☎�３１３３

こうこつ
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有
限

会
社

天
瀬
方
面
団
第
11
分
団

 
私
た
ち
第
11
分
団
は
馬
原
小
学
校

区
内
の
う
ち
、
馬
原
一
、
馬
原
二
自

治
会
︵
約
２
０
０
戸
︶
を
管
轄
し
て

い
ま
す
。

 
現
在
、
団
員
は
22
人
。
火
災
・
水

害
時
の
活
動
や
定
期
的
な
防
災
パ
ト

ロ
ー
ル
、
各
種
訓
練
、
高
塚
地
蔵
尊

正
月
警
備
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
過
去
に
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
県
大

会
準
優
勝
、
平
成
18
年
に
は
県
代
表

と
し
て
全
国
大
会
出
場
と
実
績
の
あ

る
分
団
で
す
。

 
団
員
確
保
に
苦
労
し
て
い
ま
す
が

若
い
年
代
の
団
員
も
多
く
、
ワ
イ
ワ

イ
楽
し
み
な
が
ら
も
訓
練
の
積
み
重

ね
に
よ
り
優
秀
な
団
員
へ
と
確
実
に

育
っ
て
い
ま
す
。

 
今
後
も
消
防
団
活
動
を
通
じ
て
地

域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

操法全国大会出場という輝かしい経歴を
持つ第11分団

 
９
月
の
初
め
に
、
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
中

間
研
修
が
あ
り
、
一
週
間
ほ
ど
東
京
に
帰
り
ま
し

た
。
日
焼
け
し
て
半
年
前
よ
り
も
た
く
ま
し
く
な

っ
た
同
期
の
隊
員
56
人
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の

様
子
を
語
り
合
い
、
刺
激
を
受
け
て
戻
っ
て
き
ま

し
た
。

 
そ
し
て
中
津
江
村
は
、
暑
さ
の
中
に
も
涼
し
い

風
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
気
が
付
け
ば
す

っ
か
り
空
気
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
の
秋
で

す
！
今
ま
で
土
に
触
れ
る
暮
ら
し
を
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
こ
ん
な
に
鮮
や
か
な
秋
の
恵
み
を
体

験
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。
稲
刈
り
や
栗
拾
い
、

里
芋
の
収
穫
な
ど
に
走
り
回
る
中
で
出
会
っ
た
﹁
百

姓
は
忙
し
か
ら
に
ゃ
ぁ
つ
ま
ら
ん
、
一
生
死
ぬ
ま

で
働
く
﹂
と
い
う
言
葉
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

 
行
事
や
お
祭
り
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。
植

樹
会
で
は
﹁
農
繁
期
な
の
に
し
ゃ
あ
し
い
ね
え
﹂

と
言
っ
て
参
加
し
た
人
が
、
誰
よ
り
も
熱
心
に
最

後
ま
で
草
切
り
を
し
て
い
る
姿
に
心
を
打
た
れ
、

敬
老
会
で
は
、
熱
か
ん
の
お
銚
子
が
次
々
と
空
に

な
る
勢
い
に
感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
。

 
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
は
折
り
返
し
地
点
に
入

っ
た
の
で
す
が
、
来
た
当
初
と
変
わ
る
こ
と
な
く

新
鮮
な
出
会
い
や
出
来
事
の
連
続
で
、
日
々
学
ぶ

こ
と
だ
ら
け
で
す
。

 
皆
さ
ん
が
折
々
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ

で
、
津
江
弁
は
少
し
ず
つ
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
教

え
て
も
ら
お
う
！
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

中
津
江
に
実
り
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
！

坂 俊廣（ばん としひろ）

緑のふるさと協力隊は、農林業の手伝いや地域活動に興

味を持つ都市部の若者を、市町村に１年間派遣する事業。

坂さんは、日田市中津江村の二代目隊員。「子供たちに

絵も教えてみたい」と話す美術大学卒の32歳。

ち
ょ
う
し


